
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム 
2021 年 6 月 9 日 (水) 

通算第 2972 回例会 

本年度 第 39 回  

ＷＥＢ例会 

例会次第 
・開会点鐘 
・会長挨拶 

・報告事項 

・クラブフォーラム 

午前中にメール・FAXにて配信 

 

         

 

 

第２９７１回例会挨拶 会長 松村晋也君 
 

 

２０２１年６月９日発行  第２７９５号    

瀬戸ロータリークラブ会報 
２０２０～２０２１ ＲＩ.２７６０地区  

前回例会 記録 
2021 年 6 月 2 日 第 2971 回例会 

WEB 例会 
・出席報告 54 名中  33 名 

出席率  61.11 ％ 

・行事  入会式  栁澤 博志君 

・卓話  パスト会長 寺田 悟君 

        「ロータリー回顧」 

 

皆様、こんにちは。本日は第 2971

回の例会です。本日も WEB の例会と

させていただきます。 

今コロナは変異株が主体と言われ

ています。収束の見通しがたちませ

ん。さて、6 月に入りました。年度の最

後となりました。RI の月間としては、親

睦活動月間です。本日はこれに因ん

だ話しをさせて頂きます。 

よく、親睦、親睦活動、親睦活動委

員会の３つを混同して考えることがあり

ます。親睦とは英語の Fellowship を

訳したものであり、この訳が適切では

なく、むしろ「連帯感」とか「協調」と言う

意味のほうが理解しやすいと思いま

す。ロータリーの二大看板は親睦と奉

仕と言われています。親睦なくしては、

クラブは瓦解するし、奉仕がロータリー

活動の大きな目的である事は疑いの

ない事実です。我々ロータリアンは一

国一城のあるじであり、その人達が例

会場に集い、その中で切磋琢磨して

お互いの人間性を高め、自己改善を

図っていき、その結果として奉仕の心

が育まれていきます。この一連の活動

の事を親睦と言います。そして奉仕の

心を家庭で、職場で、地域で実践して

いくことが理想的なロータリーライフと

言われており、この事を「入りて学

び、出でて奉仕せよ」と言います。 

我々は入会式の最後に会長から

「親睦活動委員会で活躍下さい」と

言われます。次の例会に早く来て、

先輩やお客様を出迎えます。これ

は、新人だからこき使おうとか、下働

きをさせようと言う意味ではなく、早く

諸先輩の顔を覚えロータリーの雰囲

気に馴染んでロータリーを理解し、

好きになって欲しいからであります。

又、親睦夜間例会や、年末家族会

あるいは同好会などでも活躍してい

ただくのも同じ意味です。これらの

活動を親睦活動と言い、その委員

会の事を親睦活動委員会と言いま

す。クラブによっては余興やエンタ

ーテイメントに特化した委員会とし

て、余興委員会、エンターテイメント

委員会と名づけて行っているクラブ

もありますが、瀬戸ロータリーは全て

親睦活動委員会が受け持っていま

す。いずれにしても親睦と友情が早

く深まって行くことが重要です。 

本日は親睦活動に因んだ話しを

させていただきました。会長挨拶とし

ます。 

 

例会予定 
 

６月１６日（水） 

ＷＥＢ例会 
 

６月２３日（水） 

通常例会 

(食事はありません１２時３０分開始) 

会長 松村晋也君 

「会長年間回顧」 
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入会式  栁澤 博志 君 
東海東京証券㈱ 瀬戸支店 支店長 
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パスト会長 寺田 悟君 

 「ロータリー回顧」 
 

 
 

今後、卓話の機会も少なくなると思うので、今までの在籍

中に、特に強く感じた事、又、記憶に残っている事をお話し

したいと思います。 

 本題の前に、青山稔委員長から会場監督の役務について、

今一度紹介をとの要望ですので、先にこの件からと思いま

す。 

 ＳＡＡ（Sergeant-at-Arms）会場監督は直訳すれば武装し

た下士官ですが、本来は、イギリス王室や領主が行う各種の

儀式の秩序を守る為に設けられた役職です。会合を妨害した

り、秩序を乱すのを防ぐ為に、厳重に武装した騎士を配置し

て、種々の会合の監督をさせた事から、この名前がつきまし

た。その後は中世ヨーロッパの宮廷で、外国の賓客を招いた

レセプションが開かれる場合、その会場をとり仕きる役職と

なりましたが、その制度がアメリカ議会に導入され、それが

ロータリーに及んだものを考えられます。ロータリーでＳＡ

Ａが正式な役職として定められたのは 1906 年で、ポール・

ハリス、マックス・ウォルフ、チャールス・ニュートンがシ

カゴクラブの最初のＳＡＡに就任しました。ロータリーの全

ての会合では、ＳＡＡは最高の権限を持つ執行機関の役員で

あり、全ての会員はＳＡＡの指示に従わなければなりませ

ん。例会場の管理者である事から、強いリーダーシップが要

求されるので、会長経験者やロータリアンとして経験豊かな

会員から任命する事が望ましく、更にその役職の重要性を考

えると、副ＳＡＡを含めて全会員の 10％以上の数が望まし

いとされています。会場監督はこれ位にして、ロータリー回

顧についてお話ししたいと思います。 

 私は 1989 年、平成元年 9 月 27 日、3 名で入会させて頂き

ました。今でも大ホールへ入る際の緊張感と、入口に立たれ

ていた青タスキの諸先輩の心のこもった優しいお出迎えは、

つい昨日の事のように今でも懐かしく思い出されます。「あ

あ、これで私も希望していた名門、瀬戸ロータリークラブの

一員」と自覚を深く心に刻んだ事を思い起します。入会時、

山内鑛平会長・長江克彦幹事でした。 

次に印象に残った事業について述べたいと思います。それ

は、1990-91 年度 加藤光哉会長のご発案で、従来の遠出

の家族会にかわって、近場で誰もが参加し易い家族会を

という事で、当時親睦 2 年目の私は、河村敦司親睦委員

長のご指示により、今は亡き波多野耕一君と 2 人で企

画・立案し、マルセ市場の休日を開放して頂き、パレッ

トで島を作り、一つの島に 2 家族、8～10 名分をセット

し、炭火コンロで海の幸、山の幸をマルセ市場から提供

頂き、和気藹藹の中、飲み、食い、語り、4 時間程があっ

という間に過ぎ、最後は活魚をセリで落として土産に持

って帰ってもらいました。遠出のバスでの家族会も車中

の楽しさもあり親睦も深まりますが、たまにはこうした

手造りで多くのご家族が集い易い近場の家族会も大いに

その実を上げられると思いました。 

3 点目は 1999-00 年度 平松啓会長・小生が幹事の瀬戸

ロータリークラブ 40 周年の思い出です。周年ですので、

通年よりは多忙でしたが、若さもあって、又、平松会長

のお人柄もあって大変楽しい一年でした。記念事業は、

文化センターが瀬戸市の方々 

で超満員の中、中島啓子さんのコンサート、永六輔さ

んの素晴らしいトークで、大成功で終える事ができまし

た。 

4 点目は 2007-08 年度 小生が会長、藤井源成幹事のク

ラブ 48 周年の思い出です。RI テーマ「ロータリーは分ち

あいの心」、地区テーマ「違いをもたらそう」を踏ま

え、瀬戸ロータリークラブのテーマを「例会の更なる充

実こそロータリー活動の源泉である」を掲げました。6 点

の重点項目を掲げましたが、特に次の事柄に腐心致しま

した。第一は卓話の充実です。外部の方々の卓話、話題

性のあるタイムリーな卓話の他に、クラブの至宝である

パスト会長に経験豊かな卓話をして頂きました。第二に

ロータリーの事を広く瀬戸市民に知って頂く為に、ラジ

オサンＱさんのご協力の下、月に 1 回、私がスタジオに

行き、分かり易くロータリーへのご理解を頂ける様、約

20 分広報致しました。その一回目がガバナー公式訪問を

終えられた江崎柳節ガバナーとの対談でした。この取組

で RI から国際ロータリー広報賞を頂きました。第三は例

会の席次を予め名札を置いて、入会歴の浅い会員とベテ

ラン会員と同席とし、話のきっかけ、話題、趣味等を通

じて、世代ギャップを越えて親睦・融和を図る試みを致

しました。 

この他にも諏訪ロータリークラブとの交流、地区大会

での楽しい思い出等、数えきれない思い出ばかりです。 

いずれにしても瀬戸ロータリーに入会させて頂いて 32

年間、嫌だと思った事は一度もありません。クラブ内で

初めてのお付き合いの方、地区内で知り合った多くの

方々、入会していなければ会う事もなかったであろう素

晴らしい方々との出逢いは全てロータリーのお陰です。

外出時、どの上着の胸にもロータリーバッヂを付けて外

出します。自己規律と誇りの為、又、初めて会う方でバ

ッヂのとりもつご縁で始まるお付き合いの方も多くあり

ます。一業種一人の想いは今も強く持ちつつ、職業奉仕

を通じて、世の為に良い事をしようと念じて今後とも活

動して行きたいと思っています。 

 


